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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
『
異
能
現
象
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
２
２
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
黒
猫
優

【
あ
ら
す
じ
】

　
未
知
な
る
『
異
能
現
象
』
。

『
悪
魔
』
と
『
天
使
』
の
言
葉
。

主
人
公
『
三
崎
良
和
』
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
。

謎
、
現
象
、
恐
怖
、
不
思
議
。

敵
と
味
方
の
区
別
が
つ
か
な
い
、
こ
の
場
で
。

主
人
公
は
何
を
思
い
何
を
す
る
の
か
？

学
園
異
能
恋
愛
モ
ノ
の
小
説
。
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第
一
幕
│
始
ま
り
は
憂
鬱
の
始
ま
り
│

［
プ
ロ
ロ
ー
グ
］

「
た
だ
い
ま
」

時
間
は
５
：
０
０
ち
ょ
う
ど
だ
っ
た
。
自
分
の
部
屋
に
直
行
す
る
。
親
は
リ
ビ

ン
グ
に
も
、
台
所
に
も
い
な
か
っ
た
。

「
疲
れ
た
ぁ
ー
」

鞄
を
、
机
に
投
げ
る
。
ド
ス
ッ
、
音
を
た
て
、
机
に
落
下
。

俺
は
自
室
の
ベ
ッ
ド
に
飛
び
込
む
よ
う
に
、
倒
れ
落
ち
る
。

「
三
日
後
は
冬
休
み
か
ぁ
ー
、
は
ぁ
ー
」

休
み
に
は
、
多
大
な
宿
題
が
あ
る
。

そ
こ
だ
け
は
、
嫌
だ
っ
た
。
面
倒
臭
い
か
ら
な

多
分
、
冬
休
み
の
最
終
日
に
終
わ
ら
せ
る
だ
ろ
う
。

俺
な
ら
。
た
だ
、
そ
れ
よ
り
も
嫌
な
こ
と
が
で
き
た
。

俺
の
名
前
は
「
三
崎
良
和
」
（
ミ
サ
キ
ヨ
シ
カ
ズ
）
高
校
二
年
生
だ
。
好
き
な

も
の
は
こ
れ
と
い
っ
て
な
く
、

嫌
い
な
も
の
も
こ
れ
と
い
っ
て
な
い
。
普
通
で
普
通
な
一
般
高
校
生
。

何
故
、
今
、
疲
れ
て
い
る
か
？
そ
れ
は
、
四
日
前
に
遡
る
話
だ
。

［
１
．
画
期
的
な
世
界
の
始
ま
り
］

あ
と
、
一
週
間
後
は
冬
休
み
。

塾
と
宿
題
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
地
獄
の
始
ま
り
が
あ
と
、
一
週
間
後
と

い
う
こ
と
だ
。

は
ぁ
、
と
机
に
上
半
身
を
倒
し
て
溜
め
息
を
つ
い
た
俺
だ
っ
た
。

「
溜
め
息
つ
い
て
、
ど
う
し
た
の
？
」

そ
ん
な
俺
に
近
づ
い
て
き
た
の
は
、
友
達
の
「
園
田
晴
樹
」
（
ソ
ノ
ダ
ハ
ル
キ
）

だ
。

「
い
や
、
冬
休
み
の
始
ま
り
で
俺
は
地
獄
に
突
き
落
と
さ
れ
る
ん
だ
な
ぁ
ー
、
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と
」

「
何
が
あ
っ
た
の
、
良
和
・
・
・
」

な
ん
か
、
可
哀
想
な
目
を
冷
や
や
か
に
さ
れ
た
な
、
今
。

「
塾
と
宿
題
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
地
獄
だ
ろ
う
？
」

「
そ
れ
は
良
和
が
宿
題
を
溜
め
込
む
か
ら
で
し
ょ
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
晴
樹
は
俺
の
前
の
席
の
奴
が
不
在
の
た
め
に
、
椅
子
に
座

り
、
両
足
は
右
に
向
け
、
上
半
身
は
こ
ち
ら
に
向
け
て
話
し
て
く
る
。

「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
宿
題
は
し
た
く
な
い
」

「
そ
れ
だ
か
ら
、
終
わ
ん
な
い
ん
だ
よ
、
良
和
は
」

嘆
息
気
味
に
言
う
晴
樹
。
今
は
一
時
間
目
の
授
業
が
お
わ
り
、
二
時
間
目
に
入

る
と
こ
ろ
だ
。

キ
ン
コ
ン
カ
ン
コ
ー
ン
、
と
間
の
抜
け
た
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

「
あ
、
二
時
間
目
が
始
ま
る
。
じ
ゃ
ね
、
良
和
」

「
お
う
よ
。
晴
樹
」

と
、
晴
樹
は
自
分
の
席
に
戻
る
。

俺
も
寝
る
体
勢
か
ら
、
通
常
の
体
勢
に

戻
す
べ
く
、
上
半
身
を
上
げ
る

「
あ
ぁ
、
社
会
か
」

ハ
ゲ
の
社
会
担
当
の
先
生
を
見
て
、
科
目
を
把
握
す
る
。
最
初
か
ら
覚
え
と
け
、

と
言
う
意
見
は
聞
か
な
い
。

引
き
出
し
か
ら
、
教
科
書
・
ノ
ー
ト
を
出
し
つ
つ
、

授
業
始
ま
り
の
代
名
詞
『
起
立
・
気
を
付
け
・
礼
』
を
す
る
。

着
席
と
と
も
に
、
脱
力
感
が
で
る
。
こ
の
ハ
ゲ
教
師

授
業
前
に
、
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
話
を
言
う
の
は
良
い
と
し
て
、
自
分
の
家
の

事
情
や
学
校
の
こ
と
話
す
か
ん
な
、
友
達
み
た
い
に
。

し
ゃ
べ
り
方
が
ウ
ザ
イ
が
。

「
お
ぉ
、
そ
う
や
、
お
前
ら
知
っ
と
る
か
？
昨
日
、
ま
た
新
し
い
異
能
現
象
が

東
区
で
起
こ
っ
た
ら
し
い
ぞ
、
知
ら
ん
か
っ
た
ろ
？
」

知
っ
と
る
わ
。
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
確
か
、
第
四
の
現
象
だ
っ
た
っ
け
。

「
そ
れ
で
東
区
の
一
部
が
吹
き
飛
ん
だ
そ
う
だ
ぞ
」
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ゴ
メ
ン
。
そ
れ
は
知
ら
ん
か
っ
た
。

「
あ
れ
は
た
ま
に
あ
る
、
風
の
異
能
現
象
だ
な
。
規
模
な
ら
最
大
級
だ
が
│
│

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
 
 

」

残
り
は
も
ち
ろ
ん
、
聞
い
て
な
か
っ
た
ぜ
。

『
異
能
現
象
』

通
常
の
自
然
災
害
を
超
え
る
現
象
。
第
一
か
ら
第
五
の
種
類
に
分
か
れ
る
。

第
一
は
［
異
状
］
第
二
は
［
発
生
］
第
三
は
［
憑
依
］
第
四
は
［
自
然
］
第
五

は
［
明
晰
］

五
つ
の
現
象
は
違
う
反
応
を
示
す
。
例
え
ば
、
第
四

の
現
象
な
ら
自
然
災
害
を
究
極
ま
で
極
め
た
現
象
が
起
こ
る
。
突
風
・
落
雷
・

津
波
・
地
震
。
様
々
だ
。

「
は
ぁ
、
何
を
考
え
て
ん
だ
か
」

嘆
息
と
同
時
に
言
葉
を
吐
く
。

『
異
能
現
象
』
は
最
低
で
も
「
通
常
に
起
こ
り
う
る
自
然
現
象
が
」
強
ま
っ
た

も
の
。
な
ら
ば
、
人
間
で
も
、
対
抗
で
き
る
の
で
そ
れ
ま
で
の
心
配
は
要
ら
な

い
。

「
何
を
熱
く
考
え
て
ん
だ
」

も
う
四
時
間
目
ま
で
授
業
は
終
わ
り
、
昼
休
み
だ
。

弁
当
を
机
の
横
に
か
け
て
あ
る
鞄
か
ら
取
り
だ
そ
う
と
、
手
を
伸
ば
す
。

「
あ
れ
？
な
、
い
？
」

多
分
、
こ
の
時
間
は
購
買
部
も
混
雑
し
て
い
て
食
い
物
な
ど
買
え
る
状
態
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

「
今
日
の
俺
は
飯
な
し
か
よ
」

残
念
な
が
ら
、
晴
樹
は
生
徒
会
の
仕
事
で
い
な
い
。

他
ク
ラ
ス
に
ま
だ
知
り
合
い
は
い
る
が
、
多
分
笑
っ
て
食
い
物
を
よ
こ
さ
な
い
。

「
は
ぁ
ー
、
し
ゃ
ー
ね
ー
」

仕
方
な
い
、
と
思
い
俺
は
食
い
物
を
諦
め
た
。

ち
ょ
っ
と
風
に
当
た
る
か
、
と
思
い
席
を
立
つ
。

ガ
タ
ッ
、
と
椅
子
は
鈍
い
音
を
出
し
た
。
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だ
だ
、
ク
ラ
ス
の
皆
の
声
は
生
き
生
き
し
て
た
。

屋
上
に
き
た
。
風
に
当
た
る
な
ら
、
一
番
の
場
所
だ
。
幸
い
誰
も
い
な
か
っ
た
。

嘆
息
も
で
な
い
ま
ま
、
屋
上
の
フ
ェ
ン
ス
を
背
も
た
れ
に
し
て
寄
り
か
か
り
、

地
べ
た
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

風
通
し
は
良
か
っ
た
。
風
は
俺
に
当
た
り
、
俺
の
髪
を
揺
ら
す
。

一
切
の
無
言
だ
っ
た
。
人
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
当
た
り
前
だ
が
。

何
と
な
く
、
右
を
見
る
。
右
は
中
等
部
に
属
し
、
中
学
生
が
い
る
。
だ
が
、
俺

か
ら
は
中
等
部
の
建
物
の
屋
上
の
フ
ェ
ン
ス
し
か
見
え
な
い
。
中
等
部
は
高
等

部
の
真
横
に
あ
る
。
二
つ
の
建
物
を
繋
ぐ
よ
う
に
、
通
路
が
二
つ
の
建
物
の
間

に
あ
る
の
だ
。
だ
が
、
使
用
さ
れ
る
の
は
あ
ま
り
な
く
、
文
化
祭
な
ど
の
物
品

を
運
ぶ
時
に
し
か
使
わ
れ
な
い
。

「
は
ぁ
」

嘆
息
す
る
。
こ
の
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
『
異
能
現
象
』
の
話
ば
か
り
だ
。
聞
い

て
る
方
は
疲
れ
る
の
だ
。
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第
二
幕
│
開
門
し
た
『
死
』
閉
門
し
た
『
生
』
│

予
感
が
し
た
。
そ
う
と
し
か
、
言
い
様
が
な
か
っ
た
。
俺
は
地
べ
た
に
座
っ
た

状
態
か
ら
さ
ら
に
体
を
伏
せ
る
た
め
に
上
半
身
を
右
に
地
べ
た
に
叩
き
つ
け
る

勢
い
で
ふ
っ
た
。
鈍
い
音
が
し
な
が
ら
も
、
上
半
身
は
地
べ
た
に
ベ
ッ
タ
リ
と

つ
い
た
。

そ
の
瞬
間
、
ビ
ュ
ン
ッ
！
！
と
言
う
音
が
し
た
。

さ
っ
き
ま
で
俺
の
頭
の
位
置
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
『
何
か
』
が
襲
っ
て
き
た
。

『
何
か
』
は
そ
の
ま
ま
、
前
方
の
屋
上
の
ド
ア
ま
で
進
ん
で
い
く
。

そ
し
て
、
『
何
か
』
は
ド
ア
ま
で
斬
っ
た
。
『
何
か
』
は
そ
の
ま
ま
、
前
方
に

進
ん
で
い
っ
た
。

俺
は
と
っ
さ
に
音
の
し
た
方
向
で
あ
る
後
ろ
を
向
い
た
。
刹
那
、
驚
愕
し
た
。

「
う
、
嘘
だ
ろ
！
」

『
何
か
』
は
生
き
物
で
は
な
か
っ
た
。

正
体
は
、
台
風
。
そ
れ
も
『
強
大
な
鎌
鼬
の
台
風
』
だ
っ
た
。

風
が
吹
き
溢
れ
る
通
常
の
台
風
と
は
違
い
、
鎌
鼬
が
台
風
の
よ
う
に
吹
き
溢
れ

螺
旋
状
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
『
台
風
』
と
は
か
な
り
距
離
が
離
れ
て
い
た
。

数
に
、
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

そ
れ
ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
の
に
、
あ
の
鎌
鼬
は
鉄
製
の
ド
ア
を
切
り
刻
ん
だ
の

だ
。

そ
の
瞬
間
、
頭
の
な
か
に
出
た
言
葉
が
あ
っ
た

『
異
能
現
象
』

「
何
で
？
、
い
、
今
、
ぁ
、
あ
」

謎
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
異
能
現
象
は
起
き
て
る
の
に
何
で
、
『
騒
ぎ
が
起
き
な

い
』
？

気
づ
か
な
い
は
お
か
し
い
。
知
ら
な
か
っ
た
は
お
か
し
い
。
最
低
で
も
、
現
象
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を
報
せ
る
た
め
に
警
報
は
鳴
る
は
ず
だ
。

だ
が
と
に
か
く
、
逃
げ
な
い
こ
と
に
は
助
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
が
、
ド
ア
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
す
れ
ば
？
と
、
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
き
に
、

視
界
の
端
に
何
か
を
捉
え
た

ち
ょ
う
ど
真
横
。
右
に
い
た
。
中
等
部
の
屋
上
。

人
が
い
た
。
女
の
子
だ
っ
た
。

「
え
、
。
」

だ
が
、
女
の
子
は
た
だ
の
女
の
子
で
は
な
か
っ
た
。

『
翼
』
が
生
え
て
い
た
。
真
っ
赤
な
悪
魔
的
な
翼
が
。
女
の
子
の
背
中
に
生
え

て
い
た
。

「
何
だ
よ
、
あ
れ
」

小
さ
く
呟
い
た
。
す
る
と
、
こ
の
言
葉
に
反
応
し
た
の
か
、
女
の
子
が
こ
ち
ら

を
向
い
た
。

驚
愕
の
顔
を
し
た
。
目
も
見
開
い
て
い
る
。

「
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
」

何
か
を
言
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
必
死
に
伝
え
て
く
る
が
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
い
。

「
ど
う
し
た
の
！
」

「
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
」

「
き
、
聞
こ
え
な
い
よ
！
」

必
死
に
伝
え
て
く
る
。
だ
が
聞
こ
え
な
い
。

そ
の
時
、
ド
ム
ッ
！
！
と
い
う
、
大
き
な
音
が
し
た
。

音
は
台
風
か
ら
聞
こ
え
た
。
見
て
み
る
と
、

（
ぼ
、
膨
張
し
て
る
ッ
！
！
）

と
い
う
よ
り
、
鎌
鼬
が
螺
旋
状
か
ら
乱
れ
、
四
方
八
方
に
飛
び
散
っ
た
の
だ
。

つ
ま
り
、
『
こ
ち
ら
に
も
飛
来
し
て
く
る
』

ヤ
バ
イ
ッ
！
！
、
そ
う
思
っ
た
俺
だ
っ
た
が
。

百
単
位
で
来
る
鎌
鼬
は
防
ぎ
よ
う
も
回
避
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

数
百
の
鎌
鼬
が
飛
来
し
て
く
る
。

「
あ
、
ぁ
ぁ
、
。
あ
」
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完
成
さ
れ
た
『
死
』
が
俺
に
向
か
っ
て
く
る
。

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
『
死
』
の
塊
が
見
え
る
。

（
死
、
ん
だ
、
ぁ
。
ぁ
）

次
の
瞬
間
、
『
死
』
の
塊
に
よ
っ
て
、
俺
の
体
は
引
き
裂
か
れ
た
。

目
が
覚
め
た
。
頭
が
ボ
ゥ
と
し
て
い
る
。

白
い
天
井
ら
し
き
物
が
見
え
た
。

「
こ
、
こ
こ
は
？
」

口
か
ら
自
然
と
声
が
出
た
。
そ
の
時
、

「
気
が
つ
い
た
か
」

声
が
し
た
。
は
っ
！
と
飛
び
起
き
る
。

目
の
前
に
は

「
せ
、
先
生
・
・
・
」

保
健
の
先
生
の
姿
だ
っ
た
。

「
何
を
驚
い
た
表
情
で
見
て
い
る
」

「
あ
、
い
え
。
│
│
│
│
│
│
皆
は
？
」

「
授
業
中
だ
」

「
授
業
中
？
」

大
人
な
女
性
の
先
生
『
井
熊
冴
子
』
（
イ
ク
マ
サ
エ
コ
）

怒
れ
ば
鬼
の
先
生
だ
。

「
当
た
り
前
だ
。
お
前
は
三
時
間
目
の
授
業
中
に
ぶ
っ
倒
れ
た
だ
ろ
？
気
を
失

っ
て
」

「
え
、
三
時
間
・
・
・
・
目
？
」

俺
は
さ
っ
き
ま
で
、
昼
休
み
だ
っ
た
か
ら
、
屋
上
に
。
わ
け
が
分
か
ら
な
い

「
ま
ぁ
、
取
り
敢
え
ず
は
安
静
に
し
て
い
ろ
」

「
で
、
で
も
！
│
│
│
│
│
」

「
し
て
い
ろ
」

き
つ
め
に
言
わ
れ
た
。

「
は
、
は
い
」
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鬼
に
言
わ
れ
た
ら
黙
る
し
か
な
い
よ
ね
？

そ
れ
で
も
、
『
ア
レ
』
を
夢
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

［
２
．
も
う
始
ま
っ
た
よ
、
絶
望
は
］

一
時
間
、
保
健
で
寝
た
ら
気
分
が
全
快
し
た
。

な
の
で
、
五
時
間
目
か
ら
俺
は
ま
た
、
授
業
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

自
分
の
教
室
に
到
着
す
る
。
ド
ア
を
開
け
る
。

「
お
、
遅
れ
ま
し
た
」

声
音
に
若
干
の
緊
張
が
入
っ
て
し
ま
う
。

相
手
は
国
語
の
先
生
『
信
楽
立
麻
』
（
シ
ガ
ラ
タ
ツ
マ
）

男
の
先
生
だ
。
怖
く
は
な
い
。
だ
だ
、
何
故
か
こ
の
先
生
に
は
緊
張
が
走
る
。

「
あ
ぁ
、
良
和
君
で
す
か
、
体
は
大
丈
夫
な
の
で
？
」

「
は
い
。
気
分
は
全
快
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
。
今
は
古
典
の
勉
強
で
す
。
席
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
５
０
ペ

ー
ジ
を
開
き
な
さ
い
」

「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

イ
ケ
メ
ン
な
所
も
苦
手
だ
。

そ
う
も
言
い
つ
つ
、
俺
は
席
に
着
く
。

（
あ
れ
は
夢
だ
っ
た
の
か
な
ぁ
ー
）

頭
の
な
か
で
、
考
え
が
蹂
躙
す
る
。

グ
ル
グ
ル
と
回
っ
て
も
き
た
。
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
。

（
本
当
に
、
夢
？
）

結
局
、
授
業
は
頭
に
入
ら
な
か
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

『異能現象』
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